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LyricalBa〃ds再 読(そ の2)

一"Ruth"をEdmundSpenser
,TheF∂erieQueeneとWilliamBartram,Travelsか ら読む一

河 村 民 部

(1)

放浪の女"TheFemaleVagrant"(以 下、「女 放浪者」)の 場合 、ほ とん どが主人

公 の 女 に よる独 白で ある の に対 し、"Ruth"(1799、 以 下 「ルー ス」)で は語 り手

"1"に よる三 人称 の物語 とな
っているのが特徴的であ る。それ だけに女主 人公 の主

観が抑制 され、む しろ語 り手(こ の詩 の場合 は詩 人 自身)の 主観が支配的 となって

いる。特 に物語 の最後 を締 め くくるスタ ンザ では、語 り手 に よる女主人公 ルースへ

の思 い入 れが溢 れんばか りに注がれてお り、 ワーズ ワスの詩 に して は珍 しいほ どの

感情移入が見 られ る。

は じめ に物語 を語 られ る順 を追 って概 観す る。

7歳 前 に母 を失い、父が再婚 して独 りぼっ ちになった ルースは、谷 や丘 を一人 さ

迷い歩 く少女 になった。「女放浪者 」で も母 は恐 ら く早 くに亡 くなってい るようで、

詩の中 には母の眠 るお墓 に別れ を告 げる場 面のみが出て くるだけで、母は不在 であ

る。 だが 「女 放浪者 」で は娘 は父 に大切 に保 護 され少女期 を過 ご して いるの に対

し、「ルース」 では、母 の亡 き後父親 は再婚 して、娘 を無視 している し、再婚 の相

手 の母 はその影 にす ら言及 されてはいない。二つ の詩 とも父が 出て くるが、扱 い方

は正 反対で ある。 これ に対 して、男 に捨 て られ た放 浪の女 シ リーズの"HerEyes

AreWild"(原 題"TheMadMother")(1798、 「女の眼 は狂気 に満 ちて」)お よび

"Th
eThorn"(1798、 「サ ンザ シ」)で は、父の姿 はな く、逆 に母 だ けが クローズ

ア ップされてい る。

だが、いずれの場合 も子 どもの片親 は、父であれ、母であれ、子 どもを幸せ には

で きない運命 にある。幸せ にで きない どこ ろか、場 合 に よって は、"AnEvening

Walk"(1787-89、 「夕べ の散歩 」)の 場 合の ように、二 人 の幼 い子 ど もは母 ととも
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に放浪 の途上 で命 を落 とす ことに もなる。ふ た親 と子 どもが揃 った光景 は、ワーズ

ワスの詩 で はめ った にお 目にかかれない。ThePrelude(1805、 『序 曲』)で は、バ

ター ミアの メア リとその赤 ん坊(亡 くして しま う)、 ロン ドンの場 末の劇場で見 か

ける母親 と赤 ん坊(そ の後 どうなったの か知 れない)な どもそ うである。唯一両親

と子 どもが一緒の場面 は、TheExcursion(1814、 『迫遥』)の 最後 に一行が揃 って

丘 に登 り、夕べ の雲 の競演 を見 て、祈 りを捧 げる場面 である。

片親 と子 ども、両親 と引 き裂か れる子 ども、こ うした不幸 な例 は、 当時 の時代が

生み 出 した悲劇的社会状況 人 口の急激 な増加、仕事の供給が需要 に追 いつか な

い こ と、農作物 の不作、土地 を追 われた貧民 の放 浪な どによる(1)で あ ると同時

に、 ワーズ ワス個人の幼 くしての母親喪失 とそれ に続 く父親喪失、そ して妹 とも離

れば なれ になって他人 に預 けられ るとい う孤独 な経験の投影で もあ ろう。

話 を物 語 に戻 そ う。 一人 ぼっ ちの少女 ルース は麦笛(thatoatenpipe,8)(2)を

作 って はあ らゆ る風 と水 の音 を鳴 ら し、野原 に東屋 を作 っては まるで 「森 の子 ど

も」(Anlnfantofthewoods,12)の ように遊 んだ。(森 と子 どもの関係 について

は、「女の眼 は狂気 に満 ちて」の場合の女が嬰児 を連れ て入 ってい く森お よび"The

IdiotBoy"(1798、 「白痴 の少年」)の 主人公 が父親 を探 して入 って行 く森 との比較

も含 め、後ほ ど本論(2)の 中で論 述する。)

そ う してい る とき、軍 隊用 のヘルメ ッ ト(AmilitaryCasque,14)に イ ンデ ィア

ンの羽根飾 り(splendidfeathers,15)を つ けた若者 が、 アメ リカのジ ョージア州

の港 か ら海 を渡 って イギ リス にや って きた。 そ の羽根 飾 りは そ よ風 に靡 き、"a

gallantcrest"(24)を な した とあ るが、"gallant"は 「飾 り立てた」 とい う古 い意

味 のほか に、「立派 な」 あるいは 「色事 の」 とい う意味が あ り、 さらに"crest"は

雄鶏 の鶏冠 であるか ら、 これ らはフ ァリックシ ンボル としてのコノテーシ ョンを十

分 に示 唆 してい る。 これにルース は心 を奪 われるが、 これ はEM.ForsterのThe

RooynwithaView(1908、 『眺 めのいい部屋』)に 出て くるルーシーが見上 げるフ ィ

レンツェの広場 の夕 日に輝 く塔や、ThomasHardyのAPairofBlueEyes(1873、

『青い眼』)の エ ルフ リー ドが登 る塔 を思い起 こさせ る。 これ らの塔 はいず れ も性へ

の イニ シエ ーシ ョンの シ ンボルの役割 を果 た してい る。(3)

この若者 は アメ リカが英国か ら独立 を認め られた とき、つ ま り1783年 頃 に海 を
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渡 ってや って きた兵士(boreasoldier'sname,27)で あ る とい うが、 アメ リカ人

であるか らには、せ っか く自国が英 国か ら自由になったのであれば、わざわ ざ英 国

に来 る必要 はなさそ うで あるが、 ジ ョージア州 のあ る港 か らや って きた と語 り手 は

い う。 しか もあ る港が どこか につ いて語 り手 は特定 して いないが、1819年 に大西

洋 を横 断 した最初 の蒸気船Savannah号 の母港 ・同航 海の 出航 地であ る ことか ら、

この ジ ョージア州 の東部 の港 町Savannahで はないか と思 われ る。 この若者像の造

形で ワーズ ワスが参照 したテ クス トがWilliamBartram,TravelsThYOUghNorth

andSouthCarolina,Georgia,EastandWestFlorida,TheCherokeeCountry,etc.

(Philadelphia,1791)で あ るこ とは、 ワーズ ワス 自身が 自註 してい るこ とか ら も知

られ るが、若者が英国 に来た理由お よび若者の氏素性 について、後 ほ どこれ らの謎

の解 明に資す る と思 われる個所 を具体 的 に取 り上 げ論 証す る。 この本 はThoreau,

Emerson,Cooper,Chateubriand,ワ ーズ ワス、そ して"KublaKhan"(1797)の 創

作 上Coleridgeが そ のみずみず しい イメジ ャ リーにたい そ う惹か れた書物 であ り、

Walden(1854、 『森 の生活』)が 書 かれ る までの アメ リカの ネイチ ャー ・ライテ ィ

ングの もっ とも影響 力のあ った書物 であ る。

子 ども時代 に この若者 も月、太 陽、小 川 を友 と して遊んだ少年だ った とい う。野

生 のパ ンサー よ りも美 しい若者 、 また遊 び においてはイル カを凌 ぐほ どの陽気 さを

見せ たであろ うとも語 り手は推測 しているが、 この若者 の友 となった 自然 はルース

の慣 れ親 しんだ英 国の穏 やかな 自然 ではな く、米国南東部 の熱帯 的な荒々 しい、情

熱 を掻 き立 てる ような 自然 であった ことが、やがて後 ほ ど語 られる ことにな る(cf.

11.55-7$)o

若者 はイ ンデ ィア ンとも戦 った話や 、イチ ゴ摘 みに出かけるイ ンデ ィア ンの乙女

たちの話 、あるいは一 日に何度 も色 を変 える花 、モク レン、糸杉 、丘 いっぱいを緋

色 に染 める花 な ど、米 国南東部の珍 しい熱帯植物 の話 、あるいは緑 の草原 、無 数の

小 島を浮かべ る無 限の広が りを持つ数 々の湖 の話(BartramのTravelsに 基づ くも

ので ある とワーズ ワスが 自註 してい るの は、 これ らの言及 につ いてであるが、原書

に当たってみ る と、 まさにその ように描か れているこ とが分か る。 これについ て も

後 ほ ど本論(2)で 論 じる)こ れ らの楽 しさと恐怖 の入 り混 じった話 は、恐 ら く

ワーズ ワス を魅了 したであ ろうように、そ して実際 にこの書物 を読 む読者 を魅了す
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る ように、た ちまちルース を魅了 して しまう。

そ して若者 は今い るよ うな 「悲 しみ の世界」("aworldofwoe,"84)で はな く、

自分 が 自由 に放浪 して きた 自然 こそ理想であ ることを語 り、 また子 どもに対 する父

親 の愛 につ いて も灰 めか しなが ら、 ルース に森 で鹿 を追 って 自由 に暮 らす伴侶 に

なって くれ と求愛する("Myhelpmateinthewoodstobe,"92)。 ここで も若者は

自由の象徴 として 「森 」に言 及 しているが 、確 かにロ ビン ・フッ ドの伝 説 にある よ

うに、森 がある種 のアルージュ(聖 域)と しての 自由 を保 障 された場所 であった こ

とは事実 であ る。 た だ し、 この 「森」 で の生 活が ルース に とって単 なる夢 に終 わ

り、あ とは一 人放浪 の悲劇 を味 わ うこ とになるのであるか ら、幻 の、偽 りの場所 で

しかない と して批評 家Averillは 、 この若者 の語 る物語が、夢物語 の地上楽 園の話

で ある点 を強調 し、 その ような夢 に魅了 される ところに悲劇 に陥る原 因が ある とし

て、 ルースの空想 を危険 な もの とす る詩人 の警告が この寓話詩 なのだ とす る。後 ほ

ど(2)において改め てAverillの この主張が正鵠 を得 た ものか否か を、森 の意味 とと

もに検討す る。

一晩 泣い たルー スは若者 と海 を渡 る こ とを決意す る(な ぜ 泣い たのか につい て

は、後 ほ ど本論(2)に おいて論 じる)。 そ して教 会で結婚 の誓 い を立 てた 日はルース

にとって人生最良の 日であ った。森での夫 との 自由 な生活 を夢見 るルー スで あった

が、その夢 を打 ち砕 くような若者の過去 を語 り手 は暴露 してい く。

若者が頭 につ けた インデ ィアンの羽根飾 りは、かつて男が インデ ィアンの放浪者

た ち(vagrantbands,113)と 平原 を彷径 っていた ときの名残 りであった。 アメリ

カの南 国 の荒 々 しい 自然 は若者 に とって は 「危 険 に満 ちた食べ 物 」(dangerous

food,117)で 、「衝動 的 な血」(impetuousblood,120)も 生 まれつ きの ものであ っ

た と語 り手 は推 測す る。「危険 な」 とい うのは 「理 性を狂 わせ る」 とい うほ どの意

味であ り、「衝動 的な血 」 とい うのは、 自然 の 「常軌 を逸 した」(irregular,122)も

の こそ若 者の本能 に一致 す るもの(Akindredimpulse,124)だ とも語 り手は述べ

る。 さらに語 り手が、美 しい木 や花 が若者 の性 的衝動(voluptuousthought,127)

を助 長 した といい、 自然の風や星 に も人 をけだる く(1anguor,130)さ せ官能 に狂

わせ る ものが ある と語 る とき、南 国の野性 の 自然 は、ルースが育 った英 国の静誼 な

自然 とは対照 的な性 質の ものであるこ とが わかる。 その一節 を引 いてお く。
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Norless,tofeedvoluptuousthought,

ThebeauteousformsofNaturewrought,

Fairtreesandlovelyflowers;

Thebreezestheirownlanguorlent,

Thestarshadfeelings,whichtheysent

Intothosemagicbowers.(127-32)

"
magicbowers"は 、上島氏 の編集 したテ クス トの註 によると、EdmundSpenser,

FaeYieQueene(1590-96、 『妖精の女王』)に 出て くる官能の館(第2巻 第12篇 、69

～75節)に 基づいている とい う。スペ ンサーの この物語 に登場 する森 と 「ルース」

における森 の関係 について も後ほ ど本論(2)に おいて論 じる。

だ が 美 し く気 高 い体 つ きの 者 に はそ の姿 に相 応 しい 「高 貴 な知 性 」(noble

sentiment,138)も 伴 うものだ とい う語 り手 は、後者が若者 に まった く欠 けていた

とい うわけではないが 、 しか し、放浪生活 を して きた仲 問、つ ま りイ ンデ ィア ンた

ち との交わ りで、若者 は悪 を見す ぎた し、影響 を受 けす ぎた とい う。そ うして本 来

備 わ ってい た道 義心 を失 い、「欲 望 の奴隷 」(Theslaveoflowdesires,147)と

なって しまった と語 り手 はい う。

だが若者 は 自然 の寄 る辺 ない優 しい心 を持つ ルースを 日夜愛 した(改 訂版 はこ こ

に若者 の氏素性 を知 る手 だて となる3ス タンザ27、28、29[改 訂 版では163-180行]

の追加 があ るが、 その描 写 につい ては後 ほど本論(2)で述 べ る)。 だが やがて楽 しい

夢 は去 り、若者 は以前 と同 じように 「無 法 の」(lawless,162)生 活が した くなっ

た。 それで ある とき、船旅 に出よう として(つ ま りアメ リカに帰 ろ うと して)ル ー

ス を連 れて海岸 に来 たが、 そこで若者 はルースを捨て、姿 を晦 ま して しま う。

若者 に捨 て られた苦 しみの挙句 、ルース は半年 ほ どの うちに狂気 とな り(shein

halfayearwasmad,170)、 牢獄 に入れ られ ることになった。当時英国 は放浪者の

増加 に伴 い、放 浪者取 締法(Vagrantlaw)を 制定 して、放 浪者 を取 締 った。(4)牢

獄の 中で ルース は自分の不幸 に小躍 りして、歌 を歌 って は騒いだが、時折 は穏やか

な気 に もなって(つ ま り記憶が戻 って)過 去の ことを回想す ることもあ った。
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こ う して9ヶ 月 間(threeseasons,181)牢 獄 に い た が 、 苦 痛 が 和 ら ぐ と 、 そ こ か

ら 逃 亡 した 。 だ が 放 浪 者 を 気 に か け る 者 は 誰 一 人 い な か っ た 。 野 原 に 出 た ル ー ス は

再 び 息 を つ く こ と が で き 、 頭 の 水 流 が 解 き放 た れ 、 故 郷 の 楽 し い トー ン 川 の 岸 辺

(thepleasantBanksofTone,190)に 戻 っ て い っ た(ト ー ン 川 は サ マ セ ッ トシ ャ ー

の 風 光 明 媚 なQuantockHillsに 近 い 川 で 、 ワ ー ズ ワ ス も 一 時 は こ こ に 滞 在 し た こ

と が あ る)。 そ こ の 森 に ひ と り住 む た め で あ っ た 。 か つ て 愛 し た 自 然 を 今 も ル ー ス

は 愛 し 、 過 去 の 運 命 の い た ず ら を 自然 の せ い に は し な か っ た 。

冬 だ け は 小 屋 に 避 難 す る が 、 大 抵 は トー ン 川 の 緑 陰 の 下 で ル ー ス は 寝 起 き し た 。

食 べ 物 に 事 欠 い た 時 に は 森 か ら 出 て 、 旅 人 に 物 乞 い を し た 。 ル ー ス の 住 処 を語 り手

は 「緑 陰 の 木 陰 」(Underthegreenwoodtree,192、 あ る い はbeneaththe

greenwoodtree,203、 あ る い はherdwellinginthewood,206)と い い 、 実 質 上 彼

女 の 塒 は 森 で あ っ た 。(「 森 」 を め ぐ っ て は 、 若 者 が 求 婚 し た と き に 鹿 を 追 っ て 森 で

暮 ら そ う と い う と き の 「森 」 と と も に 、 別 の 詩 「女 の 眼 は 狂 気 に 満 ち て 」 の 最 後 に

女 が 嬰 児 を つ れ て 入 っ て い く 「森 」 と の 比 較 も含 め 、 後 ほ ど本 論(2)で 論 じ る 。)

だ が 同 時 に 語 り 手 は 、 追 加 さ れ た39ス タ ン ザ(改 訂 版 で は229-234行)で は 、

「寿 命 が 来 る 前 に ル ー ス は 壊 れ て 年 老 い て い る で あ ろ う 」(Ruthwill,longbefore

herday,/Bebrokendownandold.230-31)と い い 、 ル ー ス の 早 死 を 予 想 し て も

い る 。

か つ て 少 女 の 頃 吹 い て い た 麦 笛(oatenpipe,211)は 已 め て 、 毒 人 参 の 茎(a

hemlockstalk,214)か ら作 っ た フ ル ー ト を 吹 く よ う に な っ た 。 な ぜ 麦 笛 で は な く

て 「毒 人 参 」 な の か?ErnstEmsheimer,"TongueDuctFlutesCorrectionsofan

Error"(5)に よ る と 、hemlockfluteと い う 笛 が あ っ た こ と が 記 さ れ て い る が 、 演 奏

が 難 し い の で 、 使 わ れ な く な っ て し ま っ た と あ る 。 ま た ギ リ シ ャ 神 話 の 神 プ ロ メ

シ ュ ー ス は 人 類 に 火 を 齎 す の にhemlockstalkに 入 れ て そ う し た と い わ れ る 。

"h
emlock"を0.ED.で 引 く と 、 毒 草 で 、 強 力 な 鎮 痛 剤 と し て 用 い ら れ た と あ り、

そ の 用 例 と して 、Keatsの"OdetoaNightingale"で の 、"Adrowsynumbness

painsMysense,asthoughofhemlockIhavedrunk."を 挙 げ 、 ま た か の 哲 学 者 の

ソ ク ラ テ ス も 毒 人 参 を 飲 ん で 死 に 至 っ た と信 じ ら れ て い る 例 と して 、Blackie,Self-

Cul.21"Platowastwenty-nineyearsoldwhenSocratesdrankthehemlock."を
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挙 げてい る。 これ らの ことか らも、 ワーズ ワスがhemlockに 言及 したのは、一つ

にはそれが苦痛 を忘れ させ て くれ る、あ るいは死 に至 らしめ る麻薬鎮痛剤 であるこ

とと大 いに関係が あるだ ろう。 これはルースの早死 をほのめかす ス タンザ39が 改

訂版で は挿入 され てい るこ とと も関係があ ろ う。 ルー スが若い 頃の麦笛 をやめ後世

毒人参の笛 に取 り換 えた理 由の一端が ここにあ ると考 え られ る。 さ らに詳 しくは本

論② で論 じる。

語 り手 の"1"自 身 も、 ルースが丘陵 の小 川の そばで子 どもの頃の よ うに 「お も

ちゃの水車」(herlittlewater-mils,218)を 回 しているの を見かけた ことがあ る と

い う。 こ う して ル ー ス は子 ど もに還 っ て い っ た(AyoungandhappyChild!

222)0

最 後のス タンザで、語 り手 はルースが死 んだ ら皆で きっと教会墓地 に埋 めて、弔

いの鐘 を鳴 ら し、賛美歌 を歌 ってあげ るよと結ぶ。 この ような優 しい語 り手の言葉

は ワーズ ワスの他 の放 浪者 を扱 った詩 には見 られ ない。読者 は思 わず 涙 を誘 われ

る。

ルースの原型 はワーズ ワスの妹Dorothyだ と上 島氏 は註解 して いる。上 島氏 は、

晩年 に狂気 になって子 どもに帰って しまう ドロシーの姿 をこの最 終連は予表 してい

るかの ようだ と述べ ているが(101)、 この最 終連 には他 にない ワーズ ワスの優 しさ

が現 われ出ているのが この詩の特徴 である。

もう一 つ この詩で特徴 的なのは、 この詩 にはルース を第二 の幼児期 に立ち戻 らせ

ただけで、いつ もの ワーズ ワスがやってのける子 どもの 「永遠化 」が作用 してはお

らず 、逆 に"Farewell1"と 別れを言 って さえいる点である。 なぜ か?そ れだけでは

足 りず にか、 さ らにキ リス ト教 に よる慰 めで、 ルース を聖化 して さえい る。 なぜ

か?一 つ には、「女 の眼は狂気 に満 ちて」や 「サ ンザ シ」 による手 の込 んだ 「永遠

化」 を施す には、ルースはあ ま りに も身近 な存在 であったのではないか と思 えるか

らである。 ルースはやは りワーズワスの愛 した ドロシーが原型 なのであろ う。 その

最終連 を引用 してお く。
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Farewell1andwhenthydaysaretold

Ill-fatedRuth1Inhallow'dmold

Thycorpseshallburiedbe,

Fortheeafuneralbellshallring,

Andallthecongregationsing

AChristianpsalmforthee.(223-28)

(2)

さて、「ルース」 の概観 を して きたが、以 降上述 した際 に問題 と して取 り上 げて

おいた諸点の解明 を試み る。 まず本論(1)で何 度か言及 したくルース と森 〉 との関連

で、「女の眼 は狂気 に満 ちて」 にお ける森お よび 「白痴の少年」 の主人公が 父親 を

探 して入 って行 く森 との比 較 も含めて、論 じることか ら始めたい。

「女 の眼 は狂気 に満 ちて」 に出て くる意 味深 長 な 「森 」 の意味 をめ ぐって は拙

論(6)で も述べたので詳 しくはそ ち らを参照願 いたいが 、その森 は、一つ には、〈夫

の不在 ・死 〉 を示唆する場所 であった。その拙論 では取 り上 げなかったが、 ワーズ

ワス の愛 読書 であ ったスペ ンサ ーの 『妖精 の女王』 第一巻第6章(21-23)に 言 及

される森 も考慮する必 要がある ように思 う。その森 はユ ーナ姫 が匿われるサ ターの

森 で ある。「ラブ ライ ドの娘 で美 女 のサ イア ミス とい う優 しい 乙女 」(7)と森 の神サ

ター との間に息子 サー ・サテ ィレイ ンが で きるが、サイア ミスには もともと夫 セ リ

オ ンがいたが、 この男 は森 でのハ ンテ ィングの方 に ご執心 で妻 を放 りぱな しに して

いたので、女は欲望 を満 たすべ く森 に出かけ、野獣 のサ ターの欲情 か らその獣性 の

奴隷 となった。

ワーズ ワスの 「白痴 の少年」 では、白痴 の少年 の父親 はや は り森 に出かけていて

留守 である。白痴 の少年が母親 の使 いで月夜 の夜道 を町に医者 を呼 びにや らされる

が 、い くら待 って も帰 ってこない息子 を心配 した母親が探 しに来 るのが森 で、母親

はひ ょっ としてそこに父が いるか ら息子が無意識 の内にそこに行 ったの では と思 い

や って くるのであるが 、そこには父親 の姿 はない。 ワーズワス はただ 「森へ行 って

いる」 とい うだけで、それ以上父親 のこ とは何 も語 らない。
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今問題 に してい る 「ルース」 において も、概観 した ように、 ルー スをアメ リカに

連れ て行 き、森の楽園で鹿狩 りを して暮 らそ うとい って結婚 した アメリカか ら来た

野性の男 も、舟の 出る港 まで来 ると突如そ の姿 を消 して しまい、二度 と再 びルース

の前 に現 われ ることはない。そ してルース は牢獄 で恐 ら く死産で子 ども産み、そ こ

を脱 け出 して帰 って くるのが生 まれ育 った 自然の森であ る。そ こで狂気か ら再 び第

二の幼年時代 に回帰 し、子 どもの頃吹いていた麦笛の代 りに今や毒 人参の笛 を吹 き

なが ら暮 ら してい る。

この よ うに見て くる と、 『妖精 の女王』 のサ イア ミスがサ ター と交 わるべ く入 っ

てい く森 、 〈夫 の不在 の森 〉 とい う森 の性 格付 けが、 ワーズ ワスの これ らの詩 の

「森 」が示 唆する特 殊な意味 と関連がある ように思 われる。そ もそ も 「ルース」は、

そのテーマにおいて、スペ ンサーの 『妖 精の女王』 に極 めて近い といって も過言 で

は ないか らで ある。少女 ルース は第一 ス タンザ か ら第三 ス タ ンザ にか けて小妖精

フェアリーの姿 を髪髭 させ る存在 と して描 かれてい る 第一 ス タンザで は、「一

人ぼっちの子 どもで、思 いの ままに/谷 を越 え丘 を越 え さまよった/何 に もとら

われ ず勝 手 気 ま まに」(TheslightedChildatherownwill/Wentwandering

overdaleandhill/lnthoughtlessfreedombold.)と 描写 され、続 く第ニ ス タンザ

の麦 笛 であ らゆる風 や水 の音 を奏 で、草原 に東屋 を作 る 「生 まれつ きの森 の子 ど

も」(Aninfantofthewoods)は 、 ルースの妖精 的特質 をさ らに強調 してい る。第

三 ス タンザで は、父親 と同居 して はいるが、「ひ と りで生 きてい るよ うだ」(alone

/Sheseemedtolive)と い われ、すべ てにおい て一人で 自足 した少女、否、妖精

が、やが て乙女 となるに及 んで、新大陸か ら来 た若者、つ ま り人間 に出会 うこ とに

なる。

この ように見て くる と、スペ ンサーの 『妖精の女王』 のテーマー 若 きアーサー

王が夢 に現れた妖精の女王 を探 し求め妖精の国、つ ま りイングラン ドにや って来 る

と図 らず も軌 を一 に して い る こ とが わ か る。 こ の 後 述 べ る が、 批 評 家

Markleyは チ ョー サ ー(Chaucer)の 『カ ンタベ リー物 語』(CanteYbuyyTales)

中の 「サー ・トパス物 語」("TaleofSirThopas")を 取 り上げ、騎士 サー ・トパス

が妖精 国の女王 に求婚す るべ く旅立つ とい う点で、「ルース」 のテーマ との類似 を

指摘 して いるが、その こ とも併せ て考 える と、「ルース」 は 『妖精 の女王』 と深 い
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繋 りがあ るように思 えて くる というこ とをは じめに指摘 してお きたい。

この詩 に関す る論考 は、一連の放浪女 シ リーズの一篇 とい うだけで、詳細 に論 じ

られた もの は、寡聞 に して知 らない。た だ、最近 この詩 を取 り上 げた比較的短い も

のだが、興味深い論考 を見つ けたので、それが問題視 してい る点 を取 り上 げ検討す

ることで、以下 この詩 に関す るさらに深い洞察 を試みたい。

それ はA.A.Markleyに よる"Wordsworth'sRuth"(8)と い う題 名の論考 で、 『好

情民 謡詩集』 の中で もこの詩 は最 も無視 されて きた詩の ひとつであ るが、同時代の

田舎の生 活 を表現する とい うワーズ ワスの この詩集の 目的 を見事 に具現 した詩であ

り、無視 と孤独 と家庭 の剥奪 は悲劇 的な精神 異常 と早 死 をもた らす とい うロマ ン派

の詩 人に とって最大 の関心事 を描 いた悲劇 的な物語 である といい、 この詩が如何 に

予想 を裏切 るほ どの近代 的で リア リステ ィックな詩であるか を強調 している。

この論考 で特 に着 目 したいの は、 まず"Ruth"と い う題名 の語 が多義性 に富 ん

でお り、"pity"、"sorrow"と い う意味 か ら"grief"、"calamity"そ して"ruin"に

まで 及ぶ とい うこ と、 また 旧約聖 書 の 「ル ッ記」 にあ る物 語 で はヘ ブ ライ語 の

"
ruth"が"companion"を 意味 し、物語 その ものが連 れ合 い とその喪失 にかか わ

る もので ある点 もこの詩 と関連 している とい う指摘 である。

確 かに、 ワーズ ワス詩のル ースは、旧約 の 「ルツ記」 に登 場す るル ツ(ル ー ス)

が結婚 した夫 に死 なれ、夫 を失 うとい う点で は同 じで あるが、 旧約 のルツが姑 のナ

オ ミに従 ってベ ツ レヘ ムに赴 き、最後 まで ナオ ミの傍 を離れ ようと しない貞淑 を買

われて、そのの ち再婚 して幸せ になるの に比 して、 ワーズ ワス詩の ルース は、聖書

の ルッ とは全 く正反対 の人生 を歩 むこ とに なる。 この点 では二人 のルース(ル ツ)

は全 く異 なった結 果 に終 わっている。 もう一人、Mrs.Gaskell,Ruth(1853)の 主

人公 との比較 も興味あ るテーマだが、 これ は別の機会 に譲 りたい。

さ ら にMarkleyは 、 こ の 詩 が 一 ス タ ンザ6行 か ら な る 尾 韻 詩、 い わ ゆ る

"R
omanticsix"と い う中世 ロマ ンスで流行 した詩形 であ り、チ ョーサ ーが この詩

形 を用 いて書 いた 「サー ・トパス物語」 におけるあ ま り信用で きない語 り手の存在

もワーズ ワスの この詩の語 り手 を予期 させ る とい う。後者 の詩の語 り手はルースの

物語へ の不揃 いなアプローチに異常 な選択 を時折見せ ているか らだ として、若者 に

捨 て られる ときの物語 の転換点 の語 りの進行が あ ま りに も急激 でクライマ ックス を
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駄 目に しているこ とや、物語最後 にキ リス ト教 を持 ち出 してルースの死 を弔 うとい

う民謡やバ ラ ッ ドにお決 ま りのエ ンディ ングを用 いたお涙頂戴 は、 それ までの物語

の調子 にそ ぐわ ない点 を指摘 し、語 り手 の気 ま ぐれ を批判 的 に見 てい る。確 か に

チ ョーサーの 「サ ー ・トパス物語」の主人公が ドン ・キホーテ的人物で、妖精 国の

女王 に求婚す るため に旅立つ とい う点で は、 ワーズ ワス詩の アメリカか ら来 た若者

のモデル を提 供 してい るともいえ る。だが、Markleyは この物語の枠組みが、筆者

が上 述 した ように、スペ ンサーの 『妖精の女王』 の枠組 み に結 びつ くものであ るこ

とは看過 している。

さて、詩 の内容 に関 して、Markleyの 指摘 の中で興 味深 いのは、特 にルースが牢

獄 の中で過 ごす"threeseasons"を9ヶ 月だ として、 これはルースが出産 に要 した

期 間 と解釈 で きるのではないか とす る点 である。 だが、 こ う解釈す るには問題 があ

る。女が入牢す る前 まで には、若者 に捨 て られて 「半年」 してか ら気が狂 うとい う

経緯が ある。 この半年 とい う期 間こそが女の妊娠期 聞だ と思 われるか らだ。「サ ン

ザ シ」 にお ける狂女MarthaRayの 場合 が参 考 にな る。 マーサ は婚約 者Stephen

に捨て られてか ら半年聞お腹 に子 ど もを抱 えて山を放浪 してい る。 ルース もおそ ら

く懐 妊 してい るとすれば、若者の子 ど もを宿 してい ると思われ る。牢獄 に入 ってか

ら後 で誰 かの子 を孕 んで、9ヶ 月 して子 を産 んだ とい うわけで は なかろ う。 した

が って"threeseasons"を 妊娠期 間の9ヶ 月 と解釈 する には問題がある。だが、牢

獄 に"threeseasons"い たのち、"Therecamearespitetoherpain"(182)と あ

るのは、ルースが牢獄 で若者 の子 どもを産んだ証左 と見る こともで きる。

もう一点、上 述 したこの詩の最 後の ス タンザ を巡 って のMarkleyの 言 い分 の検

証 である。語 り手 の最後 のスタ ンザ のお決 まりの文句 は、 ルースの悲劇 的な人生 を

語 って きたこの詩 の他 の部分 とはそ ぐわない、お ざな りなエ ンデ ィングだ とい うの

であ る。騙 された ルース に とって キ リス ト教 による埋葬や葬儀が如何 なる慰 めを齎

す とい うのか 語 り手 は果た してルース の人生 と彼女の蒙 った出来事 を正 しく理

解 してい るのか どうかが疑われ るか らだ とい う。

この点は、Markleyが 筆者同様 に着 目 してい るルースの吹 く笛の種 類の変化 と深

く関係 している。先 述 した ように、ルース は最初 麦笛(oatenpipe,pipeofstraw)

を吹い ていたが、最後 には毒 人参(hemlockstalk)の フルー トを吹 くようにな っ
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た。Markleyは 毒人参 のフルー トは古 代ギ リシャの"flute-songsや"elegies"に

よって 「嘆 きの歌 」を連想 させ る とい う。そ して彼 は 「自然」 はルースの回帰 する

対象 ではあるが、それは人間社会 の代 用にはな らない といい、先述 した ように、社

会が 人を無視 し、孤独 に追 いや り、家庭 を剥奪す る と これが 当時の現実 であっ

た 人は悲劇 的な精神異常 と早死 に至 る とい うこ とを描 こうとしたのが 、 この詩

で ある として、 この詩 を高 く評価す る。

筆者 は、この詩 の語 り手 の最後 のルースへ の慰 めの言葉が ワーズワスの他 の詩に

は見 られ ないほ どのや さしさの由来 を、ルースのモデルが ワーズ ワスの妹 ドロシー

だか らだ とい い、 またルースの第二の幼児期へ の回帰が ドロシーのそ れを予言す る

ものであ る とい う上 島氏 の解釈 を引用 した。 だが 、確 か に、 この論者 が言 うよ う

に、「自然」 は 「人間社会 」の代用 にはな らない。人 間社 会が ルースの ような、今

の言葉で言 えば、認知症患者 を救済 しないか ら、 ワーズ ワスは 「自然」 に治癒 して

もらうべ く、 自然 回帰 を実行す るのであ る。

ルースの吹 く笛 について もう少 し論 じてお きたい。実 はワーズ ワスの愛読書 の一

つWalterScottの 編集 によるMinstrelsyoftheScottishBorders(『 ス コ ッ トラン ド

民謡集』)に お けるバ ラ ッ ド"TheYoungTamlane"の 第55連 には、麦笛 と毒 人

参の笛が同時 に出て くる

Theiroatenpipesblewwondrousshrill,

Thehemlocksmallblewclear;

Andloudernotesfromhemlocklarge,

Andbog-reedstrucktheear;

Butsolemnsounds,orsoberthoughts,

TheFairiescannotbear.(LV)(9)

この よ うに、麦笛 と人参笛が並列 されているが、 このコ ンテクス トでは、以下 に

述べ るよ うに、 いず れ もが陽気 な歌 を奏 でる もので、 ま じめな歌や思考 の伴奏 では

ない。す る と、麦笛 も人参笛 もともにルースに とっては、最初か ら彼女 の孤独お よ

び苦悩 を忘れ させ るための道具であ ったのであ ろ うか。翻 ってこの コ ンテクス トを
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含むバ ラッ ドの内容 を概 観 し、 この場 面 にお ける笛の持つ意味 を特 定すれば、 ワー

ズ ワス詩の解釈が新たな局面 を見せ るか も しれ ない。

"Th
eYoungTamlane"と い うバ ラ ッ ドで は、 ス コッ トラ ン ドのEtrrick川 と

Yarrow川 が合流す る地点 の平原Carterhaughが その舞台 で、編者 のス コッ トによ

ると、 この地域 は特 に妖 精(fairies)信 仰が 強い ところだ とい う(326)。 バ ラッ ド

の内容 は こ うであ る。 このCarterhaughを 通 る と乙女 は必ず マ ン トか、金の指輪

か、 さもな くば乙女の印 を差 し出 さずに はす まない といわれている。それ を無視 し

て麗 しのジ ャネ ッ ト(fairJanet)は 、 ここは 自分の父親 の地所 だか らとい って出

かけて い くが、案の定、 その名 をTamlaneと い う妖精 の若者 に誘惑 され て身籠 っ

て しま う。気 丈 なジ ャネ ッ トは父 親や知 人の心配 をよそ に再 び この若者 に会 い に

Carterhaughに 出か け る と、Tamlaneか ら実 は 自分 は彼女 と幼 馴染 の仲 良 しの伯

爵 の息子だ と告 げ られ、9歳 の ときに伯父 に連 れ られて出か けた狩 りで眠 りこけて

落馬 した ところ を妖精 に連 れ去 られ、以来 フェア リー ・ラン ドに棲 んでいるが、今

年 は妖精 が地獄 に年貢 を支払 うべ き7年 目にあた り、妖精 の女王 は よ く肥 えた彼 を

生贅 に捧 げ ようとしているので、 もしジ ャネ ッ トが彼 を取 り戻 して生 まれて くる子

どもの父親 に したければ、今夜 ハ ロウィー ンの真夜 中にMilesCrossま で来 る よう

に とい う。 そ して妖精 の騎馬行列が通 り過 ぎる ときに、白い馬 に乗 った彼 を引 き降

ろ して しっか りと掴 まえておけ とい う。す る といろんな ものの姿 に変 身 させ られる

が 、危害 はないので、 しっか りと掴 んでいれば、最後 には裸 の男 になるので、緑 の

マ ン トで覆 ってや れば、取 り返 されず に済 む とい う。 ジ ャネ ッ トは言 われた とお り

の場所 に行 くと、言 われ た とお りの こ とが進行 してい き、最後 にTamlaneを 無事

取 り戻す こ とに成功す る。

さて、問題 の麦笛 と人参笛が 出て くるの は、 ち ょうどジャネ ッ トが若者 を取 り返

そ うと待 っている ときに馬 に乗 った妖精の一行が陽気 に笛 を吹 きなが ら通 りかか る

場面で ある。引用 に もある通 り、妖精の一行 は乱痴気騒 ぎに興 じてい るので、真面

目腐 った陰気 な歌 は願 い下 げなのであ る。 その彼 らの陽気 さを煽 るのが、 これ らの

笛 とい うわけであ る。

ところで、バ ラ ッ ドの ジャネ ッ トの場合、妖精 となった幼馴染の恋人 に孕 まされ

るが、彼 を妖精 の手 か ら取 り戻 す こ とに成功 す る。 だが ワーズ ワスの ル ース は、
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チ ョーサ ーの 「サー ・トパスの話」 に よる と、妖 精の妻捜 しにやって来たのが人問

だ とい うことになるが、その人間に孕 まされ、その まま捨 て去 られる ことにな る。

これ はバ ラッ ドの場 合 とは全 くの逆 ヴ ァー ジ ョンで ある。バ ラ ッ ドで は妖 精が 男

で、孕 まされる女 は人間であるのに反 して、ワーズ ワスの詩 ではルースはいわば人

間の男 の求 める妖精 の女 に仮託 されている。バ ラ ッ ドでは、妖精 に変 身 させ られて

いた男 は元 の人 間 に還 る ことで、二 人 は無 事夫婦 になるが、 ワーズ ワスの詩の場

合、再婚 した父親 か ら無視 され た少女 は、「森の子 ども」 となって しまった、つ ま

り妖精 となって しまった。 これを求めて 人間が新天地か らや って来 る。 そ して妖精

ルース を見つ けて孕 ませ るが、い ざ人間世界へ船 出 という途端 に人 間の方が姿 を晦

ます ことになる。そ う して残 された妖精 ルース は人問 にな り損ね、元の森 を彷径 う

ことになる。

以上が、バ ラ ッ ド"TheYoungTamlane"を 下敷 きに して読 んだ場 合の 「ル ー

ス」解 釈 とな る。そ うす るとルースが吹 く二つの笛、麦笛 も人参笛 もと もに陽気 な

音 を響 かせ る妖 精の笛 とい うことになるので はないか。親 に無視 された子 どもの と

きも、男 に捨 て られ、嬰児 を失 った今 もまた、 ルー スは妖精 の笛 を吹 い てい る。

ルースが結婚 を承諾 する夜 に涙 を流 した とい う文句 は、 この ような コンテ クス トか

らす る と、妖精 の世界 を去 って人間の世界 に行 こうと決意 したか らではなかったか

とも想像 されるのである。

っつ い て、先 に言及 しておいたJamesH.Averil1に よる 「ルース」解 釈 に移 ろ

う。Averil1はWordsworthandthePoetryofHuynanSuffeYingの 中で、「ルース」

とい う詩 は 「自然 を愛す る心 を自然が裏切 る寓話」(aparableofNature'sbetrayal

oftheheartthatlovesher,204)で あ り、 また 「想像力 の引 き起 こす危険」(the

dangersoftheimagination,204)に つ いての物語で ある とい う。(lo)Averillの い う

「自然」 とは、 この詩 では、ア メリカか らやって きた若者 が語 るアメ リカ熱帯の地

上楽園の 自然の ことであ り、その語 りに魅せ られた女 はち ょうどデズデモ ーナが オ

セ ロの武勲話 に魅せ られ るように、若者の語 る地上楽園の 自然 に魅せ られ、その結

果悲劇 に陥 ることにな る。だか らワーズ ワス はこの詩 を地上楽園 を夢 見、想像す る

ことの危険 を示唆する寓話 と して書 いた とAverillは い うのであ る。

また若者 が彼女 を誘惑 し求婚 する際 に女が流 す一筋の涙の滴 は、ア メリカに渡っ
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て鹿 を追 いか ける森 の狩 人の生活 に同意す る夢 が孕 む 「攻撃 と破滅」 に 自らが関わ

りを持 つ ことをお そ ら く察知 した こ とのためで あろ うとAverillは 述べ、 この テー

マ は ワーズ ワス詩"Hart-LeapWell"(1800)の 主題 と して発 展す るこ とになる と

い う。 「ルース」で は鹿追 いが実現 したわけで はないが、後者の詩 ではその夢 を追

い 求 め る こ とが他 者 の苦 悩 を引 き起 こす こ とに結 びつ い て くる か らだ とい う

(213-14)o

Averil1の 解釈 は示 唆的で あるが、 はた して ワー ズワスが夢見 る ような想像 力 に

身 を委ね ることの危険 を示唆する寓話 と して この詩 を書 いたのか どうか は、再検討

す る必要が ある。確 か に若者 の語 る夢物語 は乙女 には"perilous"で ある、つ ま り

抗 し難い危険な話である とも語 り手 は述べ てはい る。だが、 ワーズ ワスがルースの

夢見 る想像力が招 く結果 の悲劇 を警告 する寓話 としてルース を不幸 にお と しいれ る

のだ とす る と、物語 の最 後でルースを第二 の幼児期へ と回帰 させ 、それで も足 りな

いか の ように、キ リス ト教 の葬儀 と天上 における魂 の永遠 を示唆 して、女 を慰 め よ

う とす るのは、なぜ か とい う疑 問が残 る。

またAverillは 、 ワーズ ワスが野生 の社 会で育 っていた らなったであ ろう彼 自身

の姿 の投 影が この若者 だ とす るMaryMoorman(ワ ーズ ワスの伝記作 者)に も言

及 してい るが 、詩そ の もの の中での この若者 の氏素性 が もうひ とつ よ くわか らな

い。「ルース」 の改訂版 では、字句の修正 のみ な らず 、ス タンザ までが 数ス タ ンザ

追加 されてい るが、 その中で も28、29、30の 三つ のス タ ンザ は若者が なぜ アメ リ

カか らイギ リス に渡 って きたか について曖昧 な描写であ るため、その 目的 を特定で

きない。謎 の三ス タンザであ る。

だが、 この謎 を解 く歴 史的事 実がある。独 立戦争で勝利 を収 めたア メリカが 「戦

い」(battle)と 「危険」(jeopardy)か ら自由 になった と きに、若者 は イギ リス に

来 た と語 り手 はい う(第5ス タンザ)。 本 来 な らば、独 立 を果 た して 自由な 国 と

なったアメ リカか らわ ざわ ざ若者 は支配 国イギ リスに来る必要 はなかったのではな

いか と思 われる。 だが このアメ リカの独立戦争 とその直後 の歴 史的現実 お よび事実

を知 らなければ、大変誤 った解釈 を して しま う。 このこ とはアメ リカ歴 史の、 いわ

ば、恥部 に当たる個所であ るか ら、公 にはされ ないが、実 は、独立戦争 では、 アメ

リカ人の 中に もイギ リス王党派の者 とアメ リカ独立派の者が二手 に分か れてい た と
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い う事実 に まず注 目する必要 がある。戦後 イギ リスに加担 した者 は、独 立派の者 に

ひ どい仕打 ちを受 け、女 は レイプ され、土 地の争奪戦 が起 こった。 まさに戦後 アメ

リカは 「混沌」 に化 した時 があったのである。 それで多 くの王党派 の人々はカナ ダ

や イギ リス に逃 れ てい った。 この詩 の若 者 も恐 ら くそ の一 員で あ っ た と思 わ れ

る。(11)

1775年 か らは じま り1783年 までの長 きにわた るこの戦 いの中で、疫病 と餓 えで

家族全員 を失 ったある女放浪者 は、正気 に戻 る と英 国船の船上 にい た。女 は、 しか

し、軍隊が侵入 して きて、殺人 とレイプが母 と子 を鷲掴み に した ときのおぞ ま しさ

が今で もこみ上 げて きて体 を凍 らせず にはおか ない と語 る。 この語 り手 の放浪 の女

こそ は、 ワーズ ワスが"TheFemaleVagrant"(「 女放浪者 」)の 中で描いてい る

主人公であ る。 ワーズ ワス はこう した試練 に会 って同 じような影響 を受 けた友人の

自己告 白を忠実 に再現 した 旨を、1.F.Noteの 中で語 っている。(12)

イ ンデ ィア ンの 中 に もイギ リス に用兵 と して雇 われ て いた者 も多 か った よう

だ。 この若者 が インデ ィア ンの中で も戦った とい うとき、 インデ ィアン同士で も敵

味方 に分 かれて戦 ったのであ る。WilliamBartramのTravels(1791)を 読 んでい

る と、サ ウス ・キ ャロ ライナのある土 地 を支 配する クリー ク派のイ ンデ ィア ンは他

のイ ンデ ィア ンと戦 い、彼 らを追い出 した り支 配下に置いて最初 の町 を形 成 してい

くと同時 に、キ ャロライナ を植民地化 しようとして入植 して きたイギ リス人 と折 り

合 い とつけ る交渉 もした ことが述べ られてい るが 、(13)同じ土着 の原住民 同士 の間で

も、 このよ うに初 めか ら勢力争 いが あ り、 しか もアメ リカの植民地派 ・独立派 の両

派 に分か れてそれぞ れ原住民 も争 ったのであるか ら、独立戦争で彼 らが それぞれの

陣営 に利用 されたこ とは容易 に見 て取 るこ とがで きる。

港でル ース を捨て て姿 を くらま した若者 の行 き先 を示唆す る ものが皆無 とい うわ

けで はない。 「鎖」 に縛 られていた アメ リカか ら 「輝 く世 界」("agloriousworld,"

改訂版169行)の イングラ ン ドを見た若者 は、一時ルース にや さ しく接 す る(こ れ

を描 いてい るのが改訂版 の追加 の三 ス タンザ28、29、30)が 、 これに続 く元 のス

タンザで は、やがて楽 しい夢 は去 り、若者 は以前 と同 じように無法の生活 を した く

な った こ とが 記 され てい る。 そ の 中 に"Newobjectsdidnewpleasuregive,/

Andonceagainhewishedtolive/Aslawlessasbefore."(160-62)と あ る。問題
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に したいのは、「新 たな 目的が新 たな喜 び を与 えた」、だか ら彼 は元 の無法 の生活 に

戻 った とい う点である。 この 「新 たな 目的」 とは一体何 か。時代 的に見 て、 これは

恐 ら く1789年 の フラ ンス革命の可能性 が大で ある。 それ に若者 は新 たな興味 を抱

いてルースの前 か ら姿 を消 したのではないか と思 われる。 ワーズワス 自身が フラ ン

ス革命で フラ ンス女性 のアネ ッ ト・ヴ ァロ ン(AnnettVallon)を 愛 して子 どもま

で出来 なが ら、母子 を置 き去 りにせ ざるを得 なかった とい う痛 ま しい出来事 も、 こ

のアメ リカの若者が ルースを置 き去 りに した背景 に潜 んでいるよ うに思 われる。

そ うなる とワー ズ ワスの ルースへ の思 い入れが一 層深 くな って も不思議 で はな

い。 この詩 が、 いつ もの ワーズ ワス とは トー ンの 違 った調 子 の エ ンデ ィン グに

ひとしお

なっていて、一入読者 のルースへ の憐欄 を掻 き立 てる所以であ ろ う。

Bartramの 『旅行 記』 を取 り上 げたので、 それ に基 づい て 「ル ース」の若 者 に

関す る謎 を解明す るの に参考 になる事実 を取 り上 げ、両作品が予想以上緊密 な結 び

つ きを持つ もので あるこ とを論 じてお きたい。

1774年Bartramは 東 フ ロ リ ダ の 旅 を続 け て、Littlest.Juan川 沿 い に あ る

Talahasochteと い うSiminoleイ ンデ ィア ンの町 に交易所 の主任 の一行 とやって来

て、Sinimoles族 の酋長theWhiteKingに 別れ を告 げて 自分た ちの キャ ンプ(野 営

地)に 戻 る途 中で出 くわす のが、7人 の同 じくSinimoleイ ンデ ィア ンの若 い戦士

で、彼 らは猟 を してお り、近 くで同 じくキ ャ ンプを してい るとい う。 この一行 を率

いてい るのが若大将で、7人 と もSiminole風 の飾 りをつ けてい るが、特 に注 目すべ

きは彼 らが頭 につ けて い る羽根 飾 りであ る。 これ をBartramは 、"withwaving

plumesoffeathersontheircrests"(208)と 呼 んで い るが、 この表現 は ま さに

ワーズ ワスが 「ルース」の中でア メリカの若者の頭 を飾 る インデ ィアンの羽根飾 り

に言及す るときの言葉 をiさ せる。

さらにこの若大将(princeorchiefofCaloosahatche)の 人物 を描 く著者の筆 は、

「ルース」の アメリカ人の若者 の姿 を髪髭 させ る。引用 す る。

He[i.e.theyoungprince]wasratherabovethemiddlestature,andthe

mostperfecthumanfigureIeversaw;ofanamiableengagingcountenance,

airanddeportment;freeandfamiliarinconversation,yetretaininga
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becominggracefulnessanddignity.(208)

おそ らくワーズ ワスは詩 の中の若者 を造形す るに当って、 このイ ンデ ィア ン像 を

参考 に した と思わ れる。 また 同 じSiminolesの 酋長 でtheLongWarriorと い うの

が部下 の戦士 を40人 ばか り連れ て作者 のい る交易所 を尋ね て くる場 面が ある。今

か ら西 フロ リダのChactawsイ ンデ ィア ンと戦い に行 くが、ついて は毛布や シ ャツ

な どを前借 したい とい う。そ こでSpalding会 社 の この出張所主任 のMr.M'Latche

がそれ は会社 と相談で ない とで きない とい うと、不快感 を漂 わせ、天 の雷 をお前 た

ちの 頭 に落 とす こ と もで きる霊 力 が あ るの だ とい って脅 しに かか った が、M'

Latcheが これに動 じない のを見 て取 る と、気 を鎮 めMLatche氏 の要求 に したが っ

て 半 分 は現 金 で 今 支 払 い、 残 りは信 用 貸 しで よい とい う提 案 で 合 意 に至 る

(212)。 このLongWarriorと い うのが 強力 な リー ダーで、霊 との交信が で きる と

して仲間 に尊敬 されてい る男で あるが、そ の写真が 「旅行記』 の扉絵 にある。 そこ

には既 出 の若大 将 の着 けてい るの と同様 の見事 な羽根 飾 りが彼 の頭 を飾 ってい

る。 『旅行記』 はオ リジナルの復刻で あるか ら、 ワーズ ワスの読 んだ本 に もきっ と

この写真(エ ッチ ング画)が 載 っていた に違い ない。

耽廓.罐
,
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さらに 「ルース」の若者が ルース に語 るアメ リカの 自然 の中での鹿狩 りの暮 らし

に言及 した箇所 が 『旅行記』 に出て くる。

自然 の中で狩 を しなが ら放浪生 活 をす るSiminoles族 イ ンデ ィア ンに とって は、

Bartramの 探 検 してい るLakeGeorge周 辺 の 自然、 とくにス イ レンの咲 く湾 に船

を停 め た作 者 の見 る 自然 は、 まさに地上 楽 園 に思 われ る。放 浪のSiminolesイ ン

デ ィア ンが狩 を して、そのあ と木陰 に強い 日差 しを避けて憩 い、風 に吹かれ、美 し

い花 や木の香 りに囲 まれて休 んでいる光景 原始 の崇高で魅 力的な光景 これ

は まさに 「ルース」 でアメ リカか ら来た若者 がルースに語 る 「地上 楽園」の姿その

ものである。引用 する。

Howhappilysituatedisthisretiredspotofearth1WhatanElysiumitis1

WherethewanderingSiminole,thenakedredwarrior,roamsatlarge,and

afterthevigorouschaseretiresfromthescorchingheatofthemeridiansun.

Herehereclines,andreposesundertheodoriferousshadesofZanthoxylon,his

verdantcouchguardedbytheDeity,Liberty,andtheMuses,inspiringhim

withwisdomandvalour,whilstthebalmyzephyrsfanhimtosleep.

Seducedbythesesublimeenchantingscenesofprimitivenature,andthese

visionsofterrestrialhappiness,IhadrovedfarawayfromCedarPoint...(106)

この 自然 はSiminoles族 インデ ィア ンに とってのみ ならず、作者 と友 人の交易人

の白人 に とって も、地上楽 園に思 える。釣 ったマスの ご馳走 に なった作者 た ちは、

ここにい る と、原始 の人間の ようで、平和 に満 ち、お互 い を思 いや る気 持 ちに な

り、兄弟 同士 とな り、妬みや悪 意な どとは無縁 の人間になる とい う。 これ も続 いて

引用す る。

Howsupremelyblessedwereourhoursatthistime1Plentyofdeliciousand

healthfulfood,ourstomachskeen,withcontentedminds,undernocontroul,

butwhatreasonandordinatepassionsdirected,farremovedfromtheseatsof

strife.
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Oursituationwaslikethatoftheprimitivestateofman,peaceable,

contented,andsociable.Thesimpleandnecessarycallsofnaturebeing

satisfied,wewerealtogetherasbrethrenofonefamily,strangerstoenvy,

malice,andrapine.(108-09)

Bartramが 自然 と人間の交 わ りこそ地上 楽園成就 の ための必須 条件 であ る こと

を述べ た箇所 があるが、それは まさに ワーズ ワスの希 求する理想 の実現 した姿 で も

ある。 ワーズ ワスは これ を読 んで きっと感 じ入 った に違 いない。 「ルース」 の中で

アメ リカの若者 が語 る この原始 の地上 楽園は、 イギ リスの 自然 とはその姿 は違 うと

はい え、一 方的 に ワーズ ワス に よって否 定 されてい るわ けで はない こ と も、 この

『旅行 記』 を読 めばわか る。 日の出 とと もに自然 が再 生す る姿 を見て、作者が この

自然 の創造主 に祈 りを捧 げる場面が ある。神 の造 りた まい し自然 の讃美 に人間 も和

す ように とい う自然か らの呼 びかけ に応 える作 者 は、創造主 に対 して、願 わ くば、

地上 にあまね く平和 と愛が満 ち、天上界 と同様 の神 々 しい調和が齎 されん ことを祈

る。 そ して こうした神 に よる人間へ の恩恵 とい う関係 を敷術 して、人間 と人問に仕

える者 との関係 に もか くあ らん こ とを作 者 は願 う。Bartramの い う自然 と人 間の

交 わ りによる地上楽 園成就 の願望 の一節 を引用 してお く。

Atthereanimatingappearanceoftherisingsun,natureagainrevives;andI

obeythecheerfulsummonsofthegentlemonitorsofthemeadsandgroves.

YevigilantandfaithfulservantsoftheMostHigh!Yewhoworshipthe

Creatormorning,noon,andeve,insimplicityofheart!Ihastetojointhe

universalanthem.Myheartandvoiceunitewithyours,insincerehomageto

thegreatCreator,theuniversalsovereign.

OmayIbepermittedtoapproachthethroneofmercy!Maythesemy

humbleandpenitentsupplications,amidsttheuniversalshoutsofhomagefrom

thycreatures,meetwiththyacceptance1

AndalthoughIamsensible,thatmyservicecannotincreaseordiminishthy

glory,yetitispleasingtothyservanttobepermittedtosoundthypraise;for
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OsovereignLord!weknowthatthoualoneartperfect,andworthytobe

worshipped.OuniversalFather1lookdownuponus,webeseechthee,withan

eyeofpityandcompassion,andgrantthatuniversalpeaceandlovemay

prevailintheearth,eventhatdivineharmonywhichfillstheheavens,thy

glorioushabitation1

And,OsovereignLord1sinceithaspleasedtheetoenduemanwithpower

andpre-eminencehereonearth,andestablishhisdominionoverallcreatures,

maywelookuptothee,thatourunderstandingmaybesoilluminatedwith

wisdom,andourheartswarmedandanimatedwithaduesenseofcharity,

thatwemaybeenabledtodothywill,andperformourdutytowardsthose

submittedtoourserviceandprotection,andbemercifultothem,evenaswe

hopeformercy.(101-02)

このBartramの 祈 りに は、 多 分 に キ リス ト教 的色 彩 が 強 調 され て い る点 は、

ワーズ ワスの初 期作 品の汎神 論的 自然観 とはやや趣 を異 にす るように思、えるが、神

の創 造 した 自然 の中での人間 と自然 の交わ りを通 して地上楽園 を成就 する とい う願

望では、両者 はぴた りと一致 している とい って よい。

一つ前の引用で は、狩 をして放 浪す るSiminolesイ ンデ ィアンの幸せ の例 を引い

たが、 それ とは対照 的 に、 白人の男 と結 婚 したSiminoleイ ンデ ィア ンの悪女 につ

いてBartramが 述べ てい るの も興 味 を惹、く。美人 の インデ ィア ン女 に騙 され結 婚

したのは よいが、 この女 に白人の持 ち物 すべ て巻 き上 げ られ、離婚 した くて も別れ

られない 白人 の哀 れな話 で、 この女の父、つ ま り白人の義理の父 はSiminoles一 族

の酋長 であるが、 自分 の娘 なが らその悪女振 りを嫌悪 し、義理 の息子 に同情 し、序

に息子 の陥っている不幸 を涙 なが らに語 った とい うのである。 これ も 「ルース」 の

逆 ヴ ァージ ョンの話 として興 味深 いので、引用 してお く。

He[i.e.thewhitemanmarriedtoaSiminoleyoungwoman]isatthistime

unhappyinhisconnexionswithhisbeautifulsavage.Itisbutafewyears

sincehecamehere,IthinkfromNorthCarolina,astoutgenteelwell-bredman,
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active,andofheroicandamiabledisposition;andbyhisindustry,honesty,and

engagingmanners,hadgainedtheaffectionsoftheIndians,andsoonmadea

littlefortunebytrafficwiththeSiminoles:whenunfortunatelymeetingwith

thislittlecharmer,theyweremarriedintheIndianmanner.Helovesher

sincerely,asshepossesseseveryperfectioninherpersontorenderaman

happy.Herfeaturesarebeautiful,andmannersengaging.Innocence,

modesty,andlove,appeartoastrangerineveryactionandmovement;and

thesepowerfulgracesshehassoartfullyplayeduponherbeguiledand

vanquishedlover,andunhappyslave,astohavealreadydrainedhimofallhis

possessions,whichshedishonestlydistributesamongsthersavagerelations.

Heisnowpoor,emaciated,andhalfdistracted,oftenthreateningtoshoother,

andafterwardsputanendtohisownlife;yethehasnotresolutionevento

leaveher;butnowendeavourstodrownandforgethissorrowsindeep

draughtsofbrandy.Herfathercondemnsherdishonestandcruelconduct.

(109-110)

この よ うに この 白人 とイ ンデ ィア ン女 の 関係 は、「ル ース」 の逆 ヴ ァー ジ ョン と

い って よい し、 また シ ャー ロ ッ ト ・ブ ロ ンテ(CharlotteBronte)のJaneEyye

(1847)の 狂 女Barthaを 思 い起 こさせ さえす る。序 なが ら、作者Bartramは この

女の例 を以 ってイ ンデ ィア ン全体の道徳律 を非難す る どころか、逆 に弁護 して、彼

らは一般 には"untutored"(「 無教育」)な どで はな く、部族の名誉 と名声 を重 ん じ

る立派 な道徳律 と慣習の持 ち主であ るとい う。

以上 の ようにBartramの 『旅行記』 には、作者 の旅 の主た る 目的であ る 自然観

察 による貴重 な物の採取の話の ほか に、 こう した話の脱線 と して、彼の 出 くわ した

人 間 と自然 を媒体 に彼 の人生 哲学や 自然観 が語 られてい て、尽 きない興味 をそそ

る。その ような点が ワーズ ワスや コール リッジその他の 自然讃美者の注意 を惹 き付

けたのであ ろう。

Bartramの 『旅行記』 の 中で 「ルース」 との 関連 で もう一つ注 目すべ き場 面が

ある。アメ リカの若者がルース に語 るインデ ィアンの乙女の イチ ゴ狩 りの場面であ
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る。

Bartramは1775年4月22日 にCharlestonを 馬で発 って、Cherokeeイ ンデ ィァ

ンの居住地 区で あるチェロキー山脈 を越 えた町Coweに 至 る と、そ この交易 人に案

内 されて彼 の飼育 してい る馬 を見 に出 かけた帰 りに出 くわすの が、 イチ ゴ狩 りに

や って きてい る 「木 の精 」(hamadryades)と 見 まが うばか りの イ ンデ ィア ンの純

粋 無垢 な乙女た ちの姿であ る。 イチ ゴ狩 りに夢 中な乙女 もい るか と思 えば、摘み終

わ って花陰 に憩 うてい る者 もあ る し、冷たい流れ に手足 を浸 してい る者 もあ り、 ま

たふ ざけあ ってい る者 もあ る。若い男 には長 く見つめてい られ ない ような乙女た ち

の魅力 的な姿であるか ら、理性 をかな ぐり捨 てて 自然の本能の ままにこれ らのニ ン

フに近 づかないではい られな くなる と作者 はい う。そ してイチ ゴをもらって ひと時

を この 「地 上 楽 園 」(theseElysianfields,292)で 過 ごす の だ が、 この 場 面 は

「ル ース」 の若者 が ルース に語 る イ ンデ ィア ンの乙女 の イチ ゴ狩 りの遠 出のエ ピ

ソー ドの基 に なっている といって よい だろ う。敬慶 なBartramに しては珍 しい 自

然 の本能 を くす ぐる描写で ある。

Companiesofyoung,innocentCherokeevirgins,somebusygatheringthe

richfragrantfruit,othershavingalreadyfilledtheirbaskets,layreclined

undertheshadeoffloriferousandfragrantnativebowersofMagnolia,Azalea,

Philadelphus,perfumedCalycanthus,sweetYellowJessamineandcerulean

Glycinefrutescens,disclosingtheirbeautiestotheflutteringbreeze,and

bathingtheirlimbsinthecoolfleetingstreams;whilstotherpartiesmoregay

andlibertine,wereyetcollectingstrawberries,orwantonlychasingtheir

companions,tantalizingthem,stainingtheirlipsandcheekswiththerichfruit.

Thesylvansceneofprimitiveinnocencewasenchanting,andperhapstoo

enticingforheartyyoungmenlongtocontinueidlespectators.(291)

こうした描写を読むと、ワーズワスが一方的にアメリカの若者を地上楽園という

夢 の幻想 を語る誘惑者 としてのみ位置づけていたのではないことが推察 されよ

う。若者がルースを置き去 りにしたのには、それ相応の理由があったことが想像で
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きる。 ただ、 ワーズ ワスは具体 的にそれ を書 いてはいない。それは口に出 しては言

えない ほ ど深 く秘 め られ た個 人的な事 柄で あったか らで あろ う。「ルース」 の最後

のス タンザ におけるルースへ の語 り手 の特 別な憐欄 の情 は、 この ことと深 く関係 し

ている といって よい。つ ま り、それは妹 ドロシーのみな らず 、フラ ンス革命 で置 き

去 りに して きたアネ ッ トへ の鎮魂歌 で もあった と思 えるか らだ。
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